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S-1108の 皮膚化膿性疾患 に対す る治療効果

桐生美麿 ・安元慎一郎 ・堀 嘉昭

九州大学医学部皮膚科学教室霞

新 しい経 口セ フェム系 抗 生物 質S-1108を 皮膚 化 膿性 疾患13例 に投与 し,そ の 臨床 効果 な

らびに安全 性を 検討 した。投 与 は症状 に応 じて75mgま た は150mgを1日3回,1日 量225

mgま た は450mgで 施 行 した。 効果 判定 可能 症例12例 中,著 効6例,有 効6例 と全 例 で有

効以上の効 果を認 め た。因果 関係 は明 確で はな いが,1例 に おいて顔面 の腫脹 が見 られ,投 与

を中止 した。 また,軽 い眩量,胃 部不快 感が1例 に見 られ たが継 続投与 可能で あ った。
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S-1108は,塩 野義 製 薬株 式会 社 で開 発 され た新 し

いエステル型経 口用セ フ ェム系抗生 物質 であ る。本剤

は,腸 管か ら吸収 され る際 主 に腸 管壁 のエ ステ ラー

ゼによって加水分解 され,グ ラム陽性 菌,お よび陰性

菌に対 し,広 い抗菌活 性 を有 す るS-1006と して 循環

血中に移行す るプロ ドラ ッグで あ る1～3)。

今回,我 々 は皮 膚 の 細 菌 感 染 症 を 対 象 に して,

S-1108の 臨床効 果,安 全 性,有 用性 にっ いて 検討 し

たので報告す る。

対象は平成1年11月 か ら平成2年12月 まで に九 州

大学医学部附 属病院皮 膚科 を受 診 し,治 験の 同意が得

られた比較的重症 の皮 膚感染症 患者13例 で あ った。

患者の年齢 は17歳 か ら63歳 で,平 均 は34歳 で

あった。性別 では男性8例,女 性5例 で あ った。疾患

別の症例 数 は,痴 お よび痴 腫 症 が7例 で もっ と も多

く,次 いで蜂巣炎,感 染性 粉瘤 が2例 ずっ で あ った。

発生部位別で は頭頸 部が6例,四 肢 が4例,体 幹 部が

3例の順であ った。

投与方法は,症 状 に応 じて75mgま た は150mgを

1日3回 食後経 口投 与 す る こと と し,1日 量 を225

mgま たは450mgと した。 投与 期間 は1例 を除 いて

6～14日 で平 均 は10日 で あ り,投 与 総 量 は1,350

mgか ら6,300mgで あ った。 なお,他 の抗 菌 剤,抗

炎症剤,解 熱剤等 の併用 は行 わ なか った 。細菌 学的検

査は,原 則 と して投与 開始前 お よび終了後 に局 所か ら

の細菌分離,同 定お よびMICの 測定 を行 った。

臨床効果は,主 治医 の判定基 準 によ り,主 に発熱 と

発赤,腫 脹,自 発痛,圧 痛,硬 結お よ び排 膿 の局 所症

状に基づ いて,「 著 効」,「 有効 」,「 や や有効 」,「無

効」の4段 階で,ま た は 「判定不 能 」に判 定 した。

細菌学 的効 果 は,起 炎菌 と推定 され る検出菌 の消長

に よ り 「消失 」,「 減少 」,「 菌 交代 」,「 不 変」 で判

定 した が,局 所 症状改 善 によ り検体 採取不 能の場 合 は

「消 失」 と判定 した。

副 作用 が 発 現 した場 合 は,症 状 の種 類,程 度,時

期,処 置,経 過 を詳細 に記載 した。 ま た,本 剤 との因

果 関係 につ いて も主治 医の見解 を記 載 した。

総 合的 な臨床効 果 に副作用,臨 床検 査値異 常変 動の

有 無 か ら判 定 した 安 全性 を 勘 案 し,有 用 性 の 判定 を

「非 常 に満 足」,「 満 足」,「 どち らと もいえ な い」,

「不 満」,「 非 常 に不 満」 の5段 階で,ま た は 「判 定

不 能 」に判定 した。

各症 例 のS-1108投 与 にお け る臨床 成績 の ま とめを

Table1に 示す。

臨 床 効 果 は,判 定 可 能 症 例12例 中,「 著 効 」6

例,「 有 効」6例 で,全 例 で 「有 効」以 上の 効果 を認

めた。1日 投 与量225mgと450mg間 に差 は認 めな

か った。 なお,1例 にお いて,因 果関係 は明 確で はな

いが,投 与 後顔面 の腫 脹が 出現 し,2日 で投 与を 中止

したため効 果判定 不能 であ った。

細 菌学 的 に,分 離 起 炎 菌 は Staphylococcus

epidermidis 7例, Staphylococcus aureus 3例,

Klebsiella pneumoniae 1例, a-haemolytic

streptococcus 1例, Bacteroides fragilis 1例 と

Staphylococcus 属 の検 出率 が 高か った。 この うち9

例で 「消失」,1例 で 「減少」を示 し,良 好な細菌学

的効果が認められた。

直接本剤によると思われる副作用としては1例 に軽

いめまい,胃 部不快感を認めたが継続投与可能であっ

た。臨床検査値の異常変動はどの例においても認めら
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れなかった。

有用性については 「非常に満足」6例,「 満足」6

例と有用性判定可能症例12例 全例で 「満足」以上の

有用性を認めた。

本試験でも示されたように,皮 膚化膿性疾患の起炎

菌の多くは Staphylococcus 属 であ るため,従 来の経

口セ フェム系抗生 物質 で は抗 菌 力がや や劣り,十 分な

効果 が得 られ ない場合 もある。 また,ニ ューキ ノロン

系抗 菌剤 では1小 児応用 の安 全性 が確立 されていない

こ と や 併 用 薬 に 制 限 が あ る こ と な ど問題 が ある。

Table 1. Clinical summary of S-1108 treatment

CNS: coagulase(—)Staphylococcus, ND: not done
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S-1108は グラ ム陽性 菌 お よ び陰性 菌 に 対 して広 範 囲

な抗菌スペ ク トルを有す る一 方,エ ステル型 とな って

おり,内 服後 腸 管で 吸収 され る際 腸 管壁 のエ ステ

ラーゼによ り加水 分解 を受 け,血 中 には抗菌 活性体 の

S-1006と して移行 す るの で,経 口投与 にお いて も薬

剤吸収性が保 たれて い る。

今回の試験 にお いて,効 果判定 不能症 例1例 を除 い

て,効 果判定 可能 症例12例 中,「 著 効 」6例,「 有

効」6例 と全例で 「有 効 」以上 の効果 を示 し,細 菌学

的には11例 中9例 にお いて 菌消 失効 果 が見 られ た。

臨床検査値の異常変 動 は見 られ ず 副作用 と して1例

で軽いめまい と胃部 不快 感が認 め られた が治療 継続可

能であ り,安 全 性 に も問 題 が な い と考 え られ た。 な

お,1例 で顔面 の腫脹 が見 られ,投 与 を中止 したが,

本症例は他薬剤投 与時,ま た,薬 剤 投与 と関係 な い機

会にも同様 の症 状を生 じて お り,本 剤 との因 果関係 は

はっきりしなか った。

以 上 の よ うに,S-1108は 皮膚 化膿 性疾 患 に 対 して

す ぐれ た抗 菌効果 を示 し,安 全 性に も問題の な い新 し

い経 口セ フ ェム系 抗生物 質で あ ると考 え られ る。
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Clinical studies on S-1108 in infectious skin diseases

Hiromaro Kiryu, Shinichiro Yasumoto and Yoshiaki Hori
Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Kyusyu University

3-1-1 Maidashi, Higashi-ku, Fukuoka 813, Japan

S-1108, a new oral cephem prodrug, was evaluated in 13 patients with various infectious
skin diseases. Clinical efficacy was excellent in 6 and good in 6 of the 12 cases available
for evaluation. In one patient, treatment was discontinued due to swelling of the face,

though the relationship to S-1108 was unclear. Mild dizziness and stomach discomfort
occurred in another patient. S-1108 is considered to be useful in the treatment of infectious
skin diseases.


